
「
瑞
宝
双
光
章
」

を
授
か
っ
た
。
大
変

驚
い
た
。
御
恩
を
頂

い
た
方
々
に
感
謝
の

心
を
捧
げ
る
。

過
去
を
見
て
み
る

と
、
お
世
話
に
な
っ

た
方
々
が
受
章
し
て

い
る
。
無
関
心
で
、

お
祝
い
さ
え
伝
え
て

い
な
か
っ
た
。

中
央
か
ら
「
今
回

の
叙
勲
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
た
め
天
皇
陛
下

へ
の
拝
謁
や
伝
達
式

を
実
施
し
な
い
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
勲

記
及
び
勲
章
は
、
書

留
に
て
発
送
致
し
ま

す
。
宮
殿
内
の
見
学

等
は
、
九
月
中
旬
に

実
施
す
る
こ
と
が
予

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
」

と
の
こ
と
で
、
郵
送

さ
れ
て
来
た
。

思
い
返
せ
ば
、
さ

ぼ
っ
て
校
庭
を
抜
け

出
そ
う
と
し
た
時
、

「
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
成

れ
る
よ
。
」
と
地
連

募
集
員
に
声
を
か
け

ら
れ
、
言
わ
れ
る
が

ま
ま
に
受
験
、
こ
れ

が
始
ま
り
だ
っ
た
。

Ｆ
86
Ｆ
か
ら
Ｆ
１

の
戦
闘
機
乗
り
と
し

て
、
三
沢
の
飛
行
隊

を
最
後
に
、
航
空
支

援
隊↓

教
育
集
団
司

令
部
運
用
班
長↓

一

空
団
飛
行
群
飛
行
主

任↓

三
空
団
司
令
部

防
衛
班
長↓

西
空
司

令
部
運
用
班
長↓

飛

行
隊
長↓

飛
行
幹
部

教
育
隊
長
と
、
い
ず

こ
も
面
白
く
て
や
め

ら
れ
な
い
世
界
に
心

踊
っ
た
。

西
空
で
の
こ
と
、

年
に
一
度
の
方
面
演

習
を
ほ
ぼ
毎
月
実
施
、

特
に
高
射
の
運
用
を

重
視
し
た
。
総
隊
主

催
の
北
海
道
で
の
ア

グ
レ
ッ
サ
ー
と
低
高

度
攻
撃
機
に
対
抗
す

る
方
面
別
の
戦
技
競

技
会
で
の
こ
と
、
他

方
面
が
苦
戦
す
る
中
、

西
空
が
最
後
の
試
技
、

高
射
が
ア
グ
レ
ッ
サ
ー

の
一
機
を
撃
墜
、
撤

退
さ
せ
、
低
高
度
攻

撃
機
に
集
中
し
た
。

反
省
会
の
前
に
ア
グ

レ
ッ
サ
ー
の
長
が
私

の
所
に
来
ら
れ
「
初

め
て
撃
墜
さ
れ
衝
撃

が
走
っ
て
る
よ
。
」

と
思
っ
た
以
上
の
成

果
を
修
め
た
。

退
職
の
数
日
前
、

大
先
輩
が
来
ら
れ
て
、

浜
松
つ
ば
さ
会
理
事

会
に
連
行
さ
れ
、
役

員
と
な
り
、
今
に
至
っ

て
い
る
。

ま
た
、
地
元
町
内

会
で
も
役
員
と
し
て

楽
し
く
や
ら
せ
て
も

ら
っ
て
い
る
。

子
供
た
ち
は
、
皆

独
立
し
、
孫
が
七
人

（
四
男
三
女
）
大
学

二
年
か
ら
小
学
二
年

ま
で
、
皆
頼
も
し
い
。

最
近
は
、
孫
の
通

学
の
運
転
手
を
し
た

り
、
末
の
孫
の
通
学

を
見
守
っ
た
り
し
て
、

家
内
と
悠
々
自
適
の

毎
日
を
過
ご
し
て
い

る
。今

、
勲
章
を
眺
め

つ
つ
思
う
こ
と
は
、

後
押
し
し
て
く
れ
た

方
々
へ
の
心
か
ら
の

感
謝
の
思
い
で
あ
る
。

勲
記
に
は
、
「
日

本
国
天
皇
は

今
田

修
一

に
授
与
す
る
」

と
あ
る
。
身
が
引
き

締
ま
る
。

こ
の
度
、
春
の
危

険
業
務
従
事
者
の
叙

勲
を
い
た
だ
き
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。昭

和
51
年
、
熊
谷

基
地
に
入
隊
以
来
46

年
が
過
ぎ
、
瑞
宝
双

光
章
を
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
た
時
、
入

隊
時
の
67
名
の
同
期

の
顔
が
思
い
出
さ
れ

ま
す
。

新
た
な
活
躍
の
場

を
求
め
自
衛
隊
を
去
っ

た
者
、
道
半
ば
に
し

て
殉
職
や
病
に
去
っ

た
者
を
想
う
と
、
今

回
の
受
章
を
い
た
だ

け
た
の
は
、
現
役
時

代
の
上
司
、
同
僚
、

後
輩
の
皆
様
の
お
か

げ
で
す
。

現
役
時
は
、
高
射

幹
部
と
し
て
、
ペ
ト

リ
オ
ッ
ト
高
射
隊
の

新
編
業
務
や
地
方
防

衛
局
の
検
査
官
と
し

て
企
業
の
工
場
へ
の

常
駐
な
ど
を
思
い
出

深
い
業
務
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

特
に
思
い
出
深
い
の

は
、
東
日
本
大
震
災

の
際
に
は
分
屯
基
地

の
副
隊
長
と
し
て
派

遣
し
た
隊
員
の
サ
ポ
ー

ト
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

現
在
は
、
損
害
保

険
会
社
の
損
害
サ
ー

ビ
ス
係
と
し
て
、
交

通
事
故
の
円
満
解
決

に
努
め
て
お
り
ま
す

が
、
隊
友
会
の
一
員

と
し
て
、
会
員
皆
様

の
融
和
団
結
と
現
役

自
衛
官
の
皆
様
の
任

務
遂
行
の
一
助
に
な

れ
ば
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

5
月
21
日
葵
西
郵
便

局
、
5
月
26
日
高
丘

郵
便
局
で
今
年
度
の

会
費
を
振
り
込
ま
れ

た
方
は
、
振
込
み
依

頼
人
欄
が
未
記
入
で

す
。
該
当
さ
れ
る
方

は
会
計
担
当
ま
で
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
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浜松支部理念

互 助
奉 仕
協 力

第
36
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

令
和
三
年
春
の
叙
勲

瑞
宝
双
光
章

今田 修一 隊友

鈴木 忠信 隊友

瑞

宝

双

光

章

叙勲受章 喜びの声

受章おめでとうございます。

益々ご健勝にてご活躍下さい

ますよう祈念申し上げます。

記
事
募
集

記
事
内
容
は
隊
友

の
近
況
や
趣
味
、

俳
句
、
写
真
、
絵
、

マ
ン
ガ
、
な
ど
隊

友
の
皆
さ
ん
に
お

知
ら
せ
下
さ
い
。

記
事
は
お
近
く
の

役
員
に
お
渡
し
下

さ
る
か
、
郵
送
、

ま
た
は
、
メ
ー
ル

に
て
送
信
し
て
下

さ
い
。

探
し
て
ま
す
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編

集

後

記

浜松支部行事予定 支 部 の 会 勢

◎一水会：9月1日、10月6日、11月3日

１８：３０～

浜松市農村環境改善センター

※ 最新行事等については以下のＨＰで最新の情報

をご覧下さい。

数字で見る支部活動

★実勢会員数：４１４名

正会員：３８４名

特別会員： ３０名

★「隊友はままつ」発行部数：６００部

手配り：１３４部

メール便：２８０部

基地内配布：１２０部

その他： ６６部

一
生
の
間
に
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
二
回
も
日
本
で
開
催
さ
れ
て

見
る
事
が
出
来
た
事
は
感
激
で
し

た
。
た
ぶ
ん
三
回
目
は
見
れ
な
い

と
思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
も
二
回
目
を
打
ち
つ
こ
と
が

出
来
て
や
っ
と
安
心
す
る
事
が
出

来
ま
し
た
。
早
く
コ
ロ
ナ
が
終
息

し
て
浜
松
支
部
の
行
事
が
例
年
ど

お
り
実
施
出
来
る
と
い
い
で
す
ね
。

隊
友
の
訃
報

本
多

進

隊
友

（
元
空
自

１
術
校
）

令
和
３
年
６
月
15
日

ご
逝
去

６
月
17
日

通
夜

６
月
18
日

告
別
式

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し

上
げ
ま
す

http://taiyukai.or.jp/wordpress/会員募集中

新
し
い
仲
間

原
田

天
禄

隊
友

（
元
陸
自

34
普
連
）

田
丸

海
夏
渡

隊
友

（
元
陸
自

34
普
連
）

久
保
野

尚
子

隊
友

（
予
備
自
）

原

憲
丈

隊
友

（
元
空
自

１
術
校
）

ご
家
族
か
ら
の
連
絡

◆ 支部全般

新田 支部長 （TEL 090-1833-5919）

◆ 慶弔、入退院等

佐貫 副支部長 （TEL/FAX 485-5084）

◆ 行事等

山口 副支部長（TEL/FAX 476-3844）

◆ 入退会、住所変更等

鈴木 理事 （TEL 457-5758）

◆ 会計

村上 理事 （TEL/FAX 438-2214）

◆ 新聞

春名 理事 (TEL/FAX 462-2714）

各
担
当
者
に
電
話
さ
れ
る
場
合
は
、
留

守
番
電
話
の
場
合
は
伝
言
を
残
し
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

メ
ー
ル
が
送
信
が
可
能
な
方
は
、
メ
ー
ル

で
の
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

大

切

な

お

願

い

１ 全般
令和３年７月７日（水）農業改善センターにて令和３年度隊友会はままつ支部

総会を開催いたしました。昨年度に続きコロナ禍の影響から例年行っている会員
皆様にご参集頂く総会及びそれに続く懇親会はとりやめとし、理事会をもって総
会とさせて頂くこととしました。

仕事等によりご参加頂けない理事を除き１５名の理事のご参加を頂いて開催い
たしました。
令和２年度の物故者への黙とう及び支部長挨拶に続き第１号議案から第５号議

案のご審議を頂きいずれもご承認をいただきました。

2 主要な質疑等

（１）1号議案 平成２年度事業実施報告

質疑：主要イベントの中止に伴う次年度以降への影響があるか？
応答：影響はないと考えている

（２）第２号議案 令和２年度事業決算報告

質疑なし

（３）第３号議案 令和２年度監査報告

質疑なし

（４）第４号議案 令和3年度事業計画（案）審議

質疑：航空祭等の基地行事あるいは支部の行事開催の見込みはあるのか
応答：基地行事については未定、支部行事についてはコロナ禍の影響をみつ

つ判断。忘年会については実施の方向で検討。
また、浜松基地見学会を４／四半期に計画したい。
浜松基地内での隊友会広報（会勢拡大）活動については延期が続いて
いるが年度内に是非とも実施したい。

（５）第５号議案 令和3年度事業予算（案）審議

質疑：元年、2年のコロナ禍での行事中止の影響は？
応答：行事の中止により支出が抑えられたものの通信費（新聞郵送）が高騰

していることから引き続き節減に努めていく。なお、通信費について
は担当役員・理事の努力により抑制が図られている。

質疑：より余裕のある予算により活動を活性化するため、機関紙への広告の
掲載等による収入面での工夫が必要ではないか

応答：公益社団法人としての適法性に配慮しつつ検討する。

令和３年度隊友会浜松支部総会のご報告


